
【個別テーマ】 

実証実験サポート事業課題調書 

 

所属名又は部局名 くらしき情報発信課  

テーマ名 広報紙の編集事務効率化及び電子化推進（不達対策） 

背景 

編集事務の効率化とともに、スマートフォンの急速な普及に伴い、市民１

人 1 人に情報を届ける手段としての広報紙電子版の充実が求められている

ため。 

解決したい 

課題 

１ 広報紙編集業務の効率化 

 本市は、市民向けの広報紙を毎月発行しているが、単純な編集ルールで

なく、過去の掲載記事の体裁や報道用ハンドブックの書きぶりを参考とし

た経験則的なルール（以下広報ルール）に基づき編集を行っている。ま

た、校正作業は、原稿を紙に印刷して確認・修正作業を行った後、データ

を修正するなど、効率が良くない。 

 

２ 広報紙電子版のアクセシビリティ向上及びスマホ対応 

 広報紙は市ホームページに PDF・電子ブック版のみで掲載しており、ウェ

ブアクセシビリティが確保されていない。また、スマホでの閲覧にデータ

が最適化されておらず、閲覧性が低い。 

 

３ 担当課原稿の SNSへの転用 

 担当課原稿を SNS で情報発信する場合、広報紙編集後に再度原稿を理解

して編集作業を行うため、二度手間となっている。 

目標 

(求める解決策) 

１ 広報紙編集業務の効率化 

① 担当課からの原稿を過去の掲載記事の体裁や書きぶりに倣って編集 

②本市の使用する編集ソフト（Adobe InDesign等）への自動割り付け 

 

２ 広報紙電子版のアクセシビリティ向上及びスマホ対応 

①１－①で編集のデータによる広報紙電子版（HTML版）の作成 

②２－①のデータを利用した、スマホに最適化したサイトの作成 

 

３ 担当課原稿の SNSへの転用 

①１－①の編集のタイミングで SNSルールに基づく編集を行う 

※SNSで情報発信する場合、広報紙校正に合わせて校正 

 

これらの課題について、生成 AI 等を用いて、業務効率化を図りながら実現

を希望する。 

想定する 

実証実験の内容 

・過去の広報紙の情報をＡＩに学習させ、記事を作成する 

・ＡI が作成した記事を既存の編集フォーマットへ自動で割り付けるため



【個別テーマ】 

の仕組みの検証 

・記事の作成と連動したアクセシビリティの高い情報発信サイトの試作 

実証実験を行う企業

に求める 

専門性 

・ＡＩ学習技術 

・ウエブ構築の知識・技術 

・情報発信に関する知見 

提供可能なサポート 
・広報紙データの提供 

・広報ルールに基づいた実験結果の検証 

実証実験の 

打ち合せ方法 
□対面 □オンライン ☑対面及びオンライン 

実証実験終了後の本

格導入 

課題の解決につながる提案であれば、正式導入に向けた予算要求を準備した

い。 

 



【参考】担当課原稿からの情報発信までの流れ（イメージ）

〇各媒体の過去記事等をAIが学習

★広報紙

・記事・文章のパターン

・ページ全体の文字数に合わせた編集

★SNS

・TWは文字数に合わせた要約

・FB、LINEは媒体に合わせた表現

担当課
原稿

生成AI

媒体に合わせた

自動変換

担当課校正もWEBで。

紙版
広報紙
※特集記事以外

SNS
Tw・FB・LINE

電子申請等

HP
チェック

電子版
広報紙
※スマホに
最適化


